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親
子
で
も
参
加
し
や
す
い
土
曜
日

の
午
前
中
に
開
催
。「
ま
ず
は
体
験
し

て
み
た
い
」人
向
け
の
講
座
で
す
。
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収
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収
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付
：

月

日
松
。
管
理
・
収

１０

２８

穫
は
各
家
庭
に
て

●
時
間

午
前
９
時

分
～

時

３０

１１

●
対
象

市
内
在
住（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

作作ろう、食べよ作ろう、食べようう

ス
ポ
ッ
ト
講
座

一
坪
農
園

アグリライフ支援センターを知っていますかアグリライフ支援センターを知っていますか？？
石井町にある野菜づくりを楽しむための施設です。参加者の皆さんに合わせて石井町にある野菜づくりを楽しむための施設です。参加者の皆さんに合わせて、、
色々な条件でのコース・講座をご用意しています色々な条件でのコース・講座をご用意しています。。
自分で育て、作った野菜の味は格別！おいしい野菜づくりを始めてみませんか自分で育て、作った野菜の味は格別！おいしい野菜づくりを始めてみませんか？？

開
催
期
間
中
の
土
曜
日
の
午
前
中

に
全
５
・
６
回
程
度
の
農
作
業
を
体

験
で
き
ま
す
。
夫
婦
や
親
子
で
も
参

加
し
や
す
い
講
座
で
す
。

●
内
容

陰
春
夏
野
菜
づ
く
り
と
、

隠
秋
冬
野
菜
づ
く
り
の
コ
ー
ス
が
あ

り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
１
組
１
区
画

の
畑（
約
３
㎡
）で
野
菜
の
植
付
や
種

ま
き
、
簡
単
な
管
理
を
体
験
。
野
菜

が
育
つ
過
程
と
収
穫
が
楽
し
め
ま
す
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収
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２
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２５

来
年
１
月

日
捷
ま
で
収
穫
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１５

●
時
間

午
前

時
～

時

１０

１１

●
対
象

市
内
在
住（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

野
菜
づ
く
り
の
基
礎
知
識
と
技
術

を
身
に
つ
け
た
い
人
向
け
の
講
座
で
、

修
了
証
書
が
も
ら
え
ま
す
。

●
内
容

陰
春
夏
野
菜
づ
く
り
と
、

隠
秋
冬
野
菜
づ
く
り
の
コ
ー
ス
が
あ

り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
1
人
1
区
画

の
畑（
約

㎡
）で
土
づ
く
り
、
種
ま

３０

き
、
植
付
、
管
理
、
収
穫
等
を
実
習

形
式
で
学
び
ま
す
。

楽
し
み
な
が
ら
野
菜
づ
く
り
を
学

べ
、
十
分
に
収
穫
も
で
き
ま
す
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４
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隠
８
月
２４

日
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来
年
１
月

日
晶

２６

※
昇
昭
、
ま
た
は
昌
晶
の
日
程
が
選

択
で
き
、
全

回
程
度
。
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●
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菜
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本
格
的
に
野
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づ
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た
い
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週
末
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ょ
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畑
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し
た
い
人
向
け

ま
ず
は
野
菜
づ
く
り
体
験
を

し
た
い
人
向
け

こんな講座が
あります！
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●●●おいしい野菜をおいしい野菜を特
集

自己流で家庭菜園をやっており、一度しっ
かり教えてもらおうと思って申し込みまし
た。水のやり方、肥料をまくタイミング、
消毒の仕方……学びながら作ると、知り合
いや近所に配っても食べ切れないくらい、
たくさん野菜がとれるんです！

春夏野菜づくりから継続
して参加しています。野
菜づくりは初めての私に、
あんなに大きなスイカが
育てられるなんて！とて
も嬉しかったです

受講生どうしで野菜の調
理法を教え合ったりもし
ました。自分が育てた新
鮮な野菜をそのまま持ち
帰って食べられるので、
お財布にも優しいです

貸したい人の畑及び樹園地情
報を台帳に登録し、借りたい人
がこの台帳に登録されている農
地の中から希望に合った畑や樹
園地を探すことができる、貸し
たい人と借りたい人の橋渡しを
する制度です。
アグリライフ支援センターが
開催している『野菜づくり入門
コース』を修了した人は、この
システムを活用して１,０００㎡未
満の畑や樹園地を借りることが
でき、畑のない人が小規模に野
菜を作るきっかけとなります。
詳しくは、農務課農地係（緯〈７１〉
２２３４）又はアグリライフ支援セ
ンターへ問い合わせてください。

畑・樹園地
お見合いシステム

■問諮アグリライフ支援センター
（緯〈９２〉６２００）

一坪農園野菜づくり入門コース
２月２８日昇まで募集期間

１８組２０人程度募集定員
エダマメ、トウモロコシ、
トマト、ナス等５品目程
度

エダマメ、キュウリ、スイカ、ト
ウモロコシ、トマト、ナス等１０品
目程度

作る野菜

１,５００円１５,０００円参加費
電話・ファクス・Ｅメー
ル・郵送（必着）で、代表
者の氏名・住所・連絡先
・参加人数をお知らせく
ださい。（下記ＱＲコード
からも申込可）

専用の申込書に必要事項を記入し、
アグリライフ支援センターへ持参
か郵送（必着）してください。申込
書は農務課や地区公民館等で配布
し、希望者には郵送します。（下記
ＱＲコードからも申込可）

申し込み方法

ＱＲコード

緯〈９２〉６２００／胃〈９２〉６１２２／agrilife@city.anjo.aichi.jp
〒４４４－１２０１石井町辻原１３１－２アグリライフ支援センター

連絡先

野菜づくり入門コース・一坪農園の受講生募集

※募集定員を超えた場合は抽選。上記以外の講座の申込や詳細については、
広報紙や市公式ウェブサイトでお知らせします。

アグリライフ支援センターで開催している講座の様子はこちらから諮 アグリライフ支援センターの一日 検索


